
5月の定例作業日(5/26)は､ 

曇りがちの空模様で予報ほど

陽射しが強くなく、ときおり

吹く風もあり、まあまあの作

業日和でした。 

当日参加者は 19名(全体集

合写真にいない方は巡回ゴミ

班に写ってます)。 

林内班の 12 名(林内集合写

真は 11 名)は、5/12に同じく

築山広場に面した区域で林床

整備を実施しました。 

巡回ゴミ班の 7名は、東西

通り～県道～牛沼開発～湿地

と回りました。 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
       

[5/26 集合写真] 
  

はじめに、巡回ゴミ班の水

島さんによる報告感想です。

『まさに新緑の薫るフレッシ

ュでクリーンな風が吹いてい

て、カルチャーパークならで

はの雰囲気でした。 

まず東西通りを狭山線まで

林の中をゆっくりと、その良

さをかみしめながら歩きまし

た。 さしたるゴミもなく、街

道の道路に来ました。 

さあ「オオブタクサ」の除

草です。 

鉄の杭の中に入り抜き取り

作業をしましたが、足場が悪

く苦労しました。もう半そで

のシャツが汗で濡れてきまし

た。 

牛沼開発の交差点を左に折

れて、湿地に着いていつもの

ように桜の木を見ると、新緑

に覆われて輝いて立っていま

した。  
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               

[5/26 湿地のサクラ] 
  

今日もカルチャーパークに

来たぞ、という実感が湧いて

きました。  

さて今度は「セイタカアワ

ダチソウ」の除草作業です。 

いたるところに群生してい

て、片っ端から抜いていきま

したが、背が高く伸びたもの

は、かなり力を入れても根元

から抜ききれず、途中で折れ

てしまい苦戦しました。 

5分も作業するともう汗でび

っしょり！ 着替えのシャツを

持ってくるのを忘れて後悔し

ました。  

ちょっと休んでから再度抜

き取り作業をしましたが、そ

こまでが精一杯で、  

自分で勝手によく頑張りま

したと言って、休みました。 

「枇杷」の青い実がなって

いました。６月の中旬には熟

した黄色の実が見ることがで

きるでしょう。  

それを楽しみに「来月もく

るぞ」という気が出てきまし

た。』 
              
 
 
 
 
 
 
               

[5/26 巡回ゴミ班集合写真] 
  

巡回ゴミ班の作業コースの

記号は、イ-K-c-L-l-F-G-O-

O’､O-P’-a-P-E-S-R-C-i-ロ-

i-k-l-L-c-K となります。 

作業内容はごみ拾いに加

え、水島さんの報告にもあっ

たように、①県道沿いのｵｵﾌﾞﾀ

ｸｻ、②湿地のｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳに 

挑戦しました。 

特記事項は、＊湿地は湿り

気がありました。＊県道のシ

ェルター沿いでアオダイショ

ウに出会いました。 
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次いで、林内班の三浦さんか

らの報告です。 

『以前の予報で季節を先取

りしたような暑さになるとあ

った通り、初夏のような蒸し

暑さで高齢者にとって危険こ

の上ない活動日になりそうな

感じ。この日も「ドクダミ」

の白く可憐な花が一段と勢力

を増し目立っていた。 

散策路を通ると様々な草が

繁茂しており、中でもタケニ

グサ、ヒメジオン、ヤブミョ

ウガ、洋種ヤマゴボウ、ヒナ

タイノゴヅチ等が伸長著し

い。いずれもオオブタクサや

セイタカアワダチソウと同様

迷惑な植物であり、生命力旺

盛で根絶には半端ない困難が

伴い厄介な植物である。 

暑い中集まってくれたのは

19人と多かった。巡回班 7

人、林内班 12 人に別れてスタ

ート。林内班の作業地は前回

に続き 2回目となるローラー

滑り台の広場に面した角地

だ。刈払い機 4台・チェンソ

ー・太丸・刈り込み鋏等をも

ってそれぞれ林内に散り下草

の伐採や危険物の処理など。 

また作業の合間に林内調査

も加えることにした。「曲がり

くねった自然観察の小径には

どんなルートが可能か」また

「危険な枯れ木が存在する条

件の中で安全な小径が造れな

いか」見極めたい。その為の

事前調査だ。 

これまで「ナラガレ」対策

では市が伐採を積極的にして

くれたので、安全性は大幅に

改善された。しかし限られた

予算の制約から直面する利用

者の安全確保が優先であり、

それ以外は後回しにせざるを

得なかった事情は理解でき

る。が、出来る限り早期対応

をお願いするしかない。そこ

で未だ残る危険視される枯れ木

の応急処理について提案した

い。具体的には我々の活動地

に残る木だけ「根元で切断し

倒して貰えないか」と言うこ

とです。実現出来れば我々の

活動時だけで無く、来園者が

不用意に林内に立ち入るかも

知れない危険の防止に大きく

寄与します。深刻なのは「立

入り禁止」の表示にも関わら

ず不用意な林内立入りによっ

て起きる不測の事故です。

我々活動の継続に致命的な影

響を与えかねないことです。

2017年から始め凡そ 9年続け

てきた林内作業の「中止」と

いう事態だけは避けたい為の

苦渋の提案であります。是非

に市のご理解を頂き検討して

いただきたいと考えます。 

なおこの日の林内調査後、

危険な立ち枯れの樹、落下枝

等の危険の予測をしながら林

内の一部に暫定的に簡易な曲

がりくねった観察路をつくっ

て見たが思った通りのイメー

ジになったと感じた。今後こ

れを下にどんな観察路の設置

が出来るかの検討の際の参考

に資したい。また当面の応急

対応として、危険視される枯

れた高木などに簡易な目印を

付け、その情報を市に連絡し

有効な安全措置を執っていた

だくお手伝いをしていきた

い。年々老化する体力で果た

せる役割は限られるが少しで

も子供達に所沢のみどりの良

さを残したい思いで始めたふ

るさと公園応援隊の活動だが

限りある人生の「ささやかな

レガシー」になってくればと

の思いを新たにした活動日だ

った。』 
             
 
 
 
 
 
 
               

[5/26 林内班集合写真] 
           
 
 
 
 
 
 
               

[5/26 林内作業] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[5/26 ゴミ集約*] 
＊林内班のゴミを含む   

この日、作業終了後に昼食

会を行いました。参加者は 8

人で、一時間余りの楽しい会

食でした。 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[5/26 昼食会] 
 

～～～～～～～～～～～～～ 

5月の第二作業日(5/12)は､ 

夏日に近い高温が続いていま

した。この日も朝は曇ってい

ましたが、次第に陽が差すよ

うになり、気温が上がってき

ました。 

当日の参加者は 18名。 

林内班 12名は、築山に面し

た B-1・B-2 区域境界部角地一

帯での作業。巡回ゴミ班は、

バイオネストの補修後、東西

通り～サッカー場～湿地と回

りました。 
 
 
 
 
 
 
                          

[5/12 集合写真] 
 

はじめに、林内班･三浦さん

からの報告です。『週末には 7

月の季節を先取りするような

天気との予報があったせい

で、向かう途中心理的な暑さ

を感じた。森はしっかり濃い

緑に変り、林内も腰高の雑草

に覆われていた。「雑草という

名の植物はない」と言われる

が、キンランやギンランなど

は知っているが他の植物は殆

ど知らないので、失礼ながら

一括りに雑草と呼ばさせても

らう。いたる所で「ドクダ

ミ」が群生し、可憐な白い花

を咲かせていた。 

デｲ―キャンプ場付近では、

大勢の若い世代の男女が集ま

り何張りもの大型のテントを

設営し、準備に余念なく騒が

しいほど賑やかだ。時間と共

に日射しが強まる中、集まっ

たのは 19人と予想より多かっ

た。準備体操、集合写真後

は、巡回班 6人･林内班 12人

に分かれてスタートだ。 

林内班の作業地は今回から

場所を変え、滑り台に面した

角地とした。暫く手入れして

いなかった林内は、大きな常

緑樹が鬱蒼と見透しを妨げて

いたり、大きく背の高い枯れ

た大木が見えた。人数も多い

ので作業エリアをいつもより

広めにとり、互いに輻輳して

事故がないよう皆さん周知。 

主力の刈払い機 4台はロー

プ柵に沿って林側の刈り払い

を行った。それ以外の人達

は、鋸や鎌･刈り込み鋏を持っ

て林内に散開し、伸びた笹や

雑草の剪定それと危険物の掘

り出しなどを実施。 

後半は、休憩時に話題に出

た、視界を妨げている大きな

常緑樹の樫の伐採に挑戦し

た。昔の武蔵野の雑木林の原

風景の再現が目標なので、伐

採は不可欠と判断したが、そ

の大きさから容易でないので

5～6 人に協力を求める事にし

た。チェンソーが不調のため

使えないので、全て手鋸のみ

で行ったが、考えた以上に困

難だった。それ以上に大変だ

ったのは、伐採し横倒しにし

た後の姿だった。意気消沈す

るほどのボリューム感。やろ

うと決めて挑戦したからには

最後までと、歯を食いしばり

切り分けし積んだ姿は小山の

ような量だった。終了時間ギ

リギリまでかかって終えたも

のの、大変さを思い知らされ

た作業であった。唯一の喜び

は、伐採後に新たな風の道が

出来たかのように、一筋の爽

やかな風が通り抜け、汗した

身体を冷やし癒やしてくれた

作業日となったことだった。』 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[5/12 林内班集合写真] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     

[5/12 林内状況] 
 

巡回ゴミ班の行動コース記

号は、イ-*-L-l-F- a’-k-i-

ロ-i-j-L-c-K となります。 

湿地では、セイタカアワダ

チソウ抜き取り作業を 30分ほ

ど行いました。 

特記事項は以下の通りで

す。①サッカー場北の新園路

分岐点には、キンランが一輪

咲いていました。②湿地は、



わづかに湿り気が残っていま

した。③湿地には、ヌマトラ

ノオが群生してました。④湿

地でツリガネニンジンを確認

しました。 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

[5/12 巡回ゴミ班集合写真] 
  
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

[5/12 バイオネスト修復作業] 
 
 
 
 
          
 
 
 
 
 
    
 

[5/12 湿地の作業] 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 

[5/12 ゴミ集約] 
 

～～～～～～～～～～～～～ 

なお当日午後、西尾さん他 3

人で、植物探索を行いました。

6月の第二作業日：6/11(木) 

も、午後に同様の活動を行う

予定です。以下、西尾さんか

らの報告です。 

『5 月 12 日午後は、突然の

呼びかけにもかかわらず、私

含め 4 人の参加。やはり一人

よりとっても楽しい観察にな

りました。 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
                                                                                          
 
 
 
 
 

湿地は変わらずヌマトラノ

オが広い範囲で広がってお

り、７月花が咲くのが楽しみ

です。 

スゲ属のミコシガヤ、アゼ

ナルコもたくさん発見されま

した。いまが旬の時期となり

ます。 

湿地の土手と、湿地に近い

林縁で、ツリガネニンジンを

見つけました。8 月に藤色の

ツリガネ状の花を咲かせます

お楽しみに。 

2023 年に発見のミゾコウジ

ュは今年も見つからず、8 月

になるとクサネムが咲くはず

ですが・・、今年はどうでし

ょう？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生き物も活発になってきま

した。ミヤマクワガタを発見

して興奮しました。湿地には

バッタも・・。 

小林さんの案内で、未整備

の雑木林でサイハイランを見

つけました。こちらも保護し

ていけたらと思います。 

よくよく見ると、オオバギ

ボウシが林縁にたくさんあり

ます。夏に花を咲かせます。 

ノダケは、今年花（晩夏）

が咲きそうな丈になっていま



した。 

8 月ぐらいまでに咲く植物

のリストは「初夏-夏 に見ら

れる植物」(管理棟の掲示板に掲

載:編者注)に載せてありますの

で参考にして、カルチャーパ

ークを散策くだされば幸いで

す。 

地味な花もあるのですが、

またそれも追々ご紹介できれ

ばと思っています。』 
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新型コロナ等の感染症発生時の対応 

①毎回参加者名簿を作成する 

（三浦さんがつけている出欠簿による）。 

②次の場合その都度、代表へ連絡する。(発信元は伏せて参加

者に知らせる) 

*.症状があり、検査を受けた時。 

*.検査結果と医師・保健所などの指示があったとき。 

③感染者が出た場合、求められれば、参加者名簿を保健所・

公園課に提出します。 

6 月の作業予定 

定例作業日：6 月 30 日（火） 
 

第二作業日：6 月 11 日（木） 

作業時間＿9：30～11：30 

＊作業内容:ゴミ拾い･林内作業 

＊持ち物： 

手袋､タオル､雨具、飲み物､ 

念のため、保険証・お薬手帳など 
 

荒天など天候不順の場合は、事前

に中止連絡しますが、微妙な場合現

地にて判断します。 
 
 

6/30 は作業終了後現地に

て昼食会を開催します 

参加自由・参加者は弁当持参 
 

6/11 は、午後に植物探索

を実施します。 

参加自由・参加者は昼食持参 

 

各種感染症注意!! 
インフルエンザ･コロナをはじめとして、各種感染症が流行

しています。手洗いなどの感染対策とともに、日常からの、

「バランスのとれた栄養補給」「適度な運動」「快適な睡眠」

などで、しっかりと体調管理をしましょう。 

6/13(土) 自然観察会 10:00～12:00 

管理棟前集合 
カルパーぐるぐるネット 
ワーク自然観察部：主催 

(雨天中止：Instagram 参照) 
 

次回 8/29(土)は 9時～11 時 

 

応援隊 7 月以降の予定 

「熱中症警戒アラート」が発令された場合は作業中止します 

7/14(火)､7/28(火)､  

8 月は現地作業を中止します、8/25(火)懇談会･納涼会､ 
9/15(火)､9/29(火)､10/13(火)､10/27(火)､11/12(木)､ 

11/24(火)､12/15(火)､12/22(火)､懇談会･忘年会､ 
1/12(火)､1/26(火)､2/11(木)､2/23(火)､  

3/11(木)､3/30(火)､3 下旬～4 月上旬総会的懇談会 

新型コロナについて 

WHOは「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」の宣言

を終了しましたが、同時に「ウイルスは命を奪い続け、変異

も続けている。宣言の終了をもって各国は国民に、新型コロ

ナは心配ないというメッセージを送ってはいけない」と述べ

ています。 

ということで、従来の予防策に準じた行動を基本とします。 
熱中症注意!! 

広報｢ところざわ｣6 月号の 2－3 面が

熱中症対策の特集となっています。 
*大量の汗・生あくび・めまい・立ち

眩み・筋肉痛・こむら返り等はすで

に熱中症(軽症)！⇒対策は、涼しい場

所で休む、体を冷やす、経口補水液

を飲む。＊体を冷やすポイントも書

いてあります。中等症・重症の症状

と対策も載っています。参考にして

ください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 

                                                                                                                                  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

地点名 イ  現在のデイキャンプ場 
ロ  湿 地 
ハ  現在のサッカー場 
セ  特養、グループホーム 
ス  産 廃 
E  交差点「開発」 

  W’  交差点「牛沼」 
通り名 X-E-X’ 県道東京狭山線 

W”-A-W’  市道 カルチャーパーク通り 

Y-W’-Y’  国道  
園内通り名 
（仮称の 
たたき台です） 

A-B-C-E   桜木神社通り 
D-C  霊園通り 
C-F  サッカー場通り 
B-L-K  中央通り 
L-F-G  東西通り(L-F:フラワー通り) 
G-H  東通り 
K-J-I  農道 
I-H 産廃裏通り 

カルチャーパーク周辺平面図 
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園内の通りの名称は仮称(たたき台)です。 
皆さんからの御意見をお寄せください。 

カルチャーパーク周辺 名称 
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＊この「応援隊」は 

所沢市民大学 18 期「都市の

環境」講座の受講生が呼びかけ

て始められました。 
“所沢カルチャーパーク”

が、「平成 11 年度基本構想」

にのっとった公園として発

展・整備されるように見守り、

応援してゆくことを目指し、

2011 年 10 月より活動をはじ

めました。 
定例作業は毎月最終火曜日 
まずはゴミ拾いと散策から

取り組んできましたが、現在は

「森の再生」をも念頭に置き、

作業内容も広げています。 
どなたでも参加できますの

でお気軽にどうぞ。 
追加の予備作業日について

は、「かわらばん」でお知らせ

します。 
＊お願い 

「かわらばん」の発行は、定

例作業日(毎月最終火曜日)の
翌月 10 日となっています。 
参加された皆様、写真や感想

メモのあるかたは、翌月の５日

までに深澤まで送ってくださ

い。よろしく。 
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